



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて (第11回) 「翔



























































































































































































































































































































































































　ＲＮＡの話をしてきたんですけども、ＲＮＡの特徴としては 3 つありまして、1 つは、
細胞の中で速やかに分解されてしまうという性質がありますので、遺伝子を傷つけないの
で安全性が高いということがあります。
　2 つ目としましては、細胞の中の環境を検知できますので精密性が高い、目的の細胞だ
けを取り出したり、要らない細胞は除去するといったことに使える可能性があると思って
います。
　また３つ目としまして、ここにプログラマブルと書いているんですけども、ＲＮＡの配
列の改変は容易なので、いろんなことに応用できる可能性がある。例えば、膵臓の細胞を
取り出すことにも使えますし、神経の細胞を取り出すことにも、その配列を変えるだけで
簡便にデザインできる性質があります。
　自分の夢としましては、こういう新しい技術を使って産業応用にも貢献できて、なおか
つ基礎研究も進めていけるような研究をしていきたいと思っています。例えば、ＲＮＡを
創薬に生かしていくとか、再生医療に貢献するといった医療応用を考えつつ、そもそも一
番最初に宇宙に興味があると言ったのは、根源的なものにすごい興味がありまして、生命
がどうやってできたのかとか、細胞の仕組みがどうやってできたのかとか、そういうこと
にもつながる研究を進めたいと思っています。
　例えば、今日話せなかったんですけども、ｉＰＳの課題の 3 つ目は、何でｉＰＳ細胞
ができるのかということは、誰もまだわかっていないんです。すごい単純な方法でできる
んですけれども、細胞の中の状態がなぜ変わって、その変わった細胞が何で、そんなに
78
200 種類の細胞になり得るような能力があるのかということは、まだ誰もわかっていな
いので、そういう基礎研究の部分にも貢献できるような技術を今後つくっていきたいとい
うふうに考えています。
　最後になりますけども、私の研究所は別に体育会系ではないんですけども、実はすごく
走られている人が多くて、私もこの前の京都マラソンで初めてフルマラソンを走ることが
できました。
　実は、副所長のお二人も走られていて、山中先生はめちゃめちゃ速くて、僕より１時間
以上先にゴールしていて、もう超人だなと思いました。山中先生もよく言われているんで
すけども、確かにマラソンをしていても、しんどいと思って急に楽になる、みたいなとき
もあるので、研究もそのように、こつこつ、こつこつ、苦しいことのほうが多いんですけ
ども、いつか道が急に開けたような、何か見渡せるときみたいなのが来るかもしれないと
いう気持ちを持って、面白さと興奮を研究室のメンバーと共有しながら、今後も研究して
いきたいというふうに思っています。
　どうもありがとうございました。
